
第 136 回 医歯学総合研究科生命倫理・遺伝子解析研究倫理委員会議事要旨 

        

開催日時 平成 29年 10 月 18 日 (水) 9：00～11：06 

場  所  医歯学総合研究科棟Ⅰ ３F 会議室 

出席委員 6 名 

欠席委員 2 名 

 

議 題  

（１）倫理審査 

【新規審査分 】 

① 受付番号 301 号： 全身型若年性突発性関節炎（JIA）の疾患感受性遺伝子及び薬剤感受性遺伝子

の同定 

研 究 責 任 者： 大学院医歯学総合研究科 小児科学分野 客員研究員 武井 修治 

・・・・・・・・・・修正後、最終判定は委員長一任 

 

② 受付番号 302 号： 家族性腫瘍の発症リスクと病態に関するゲノム解析研究 

研 究 責 任 者： 大学院医歯学総合研究科 消化器疾患・生活習慣病学分野 講師 上村 修司 

・・・・・・・・・・修正後、最終判定は委員長一任 

 

③ 受付番号 303 号： 難聴の遺伝子解析と臨床応用に関する研究 

研 究 責 任 者： 大学院医歯学総合研究科 耳鼻咽喉科・頭頸部外科学分野 助教 原田みずえ 

・・・・・・・・・・修正後、持ち回り審査 

 

④ 受付番号 304 号： ヒト化マウスを用いた HTLV-1 感染個体内の動的解析とその予防法及び治療

法の開発 

研 究 責 任 者： 難治ウイルス病態制御研究センター 分子病理病態研究分野 准教授 田中正和 

・・・・・・・・・・修正後、持ち回り審査 

 

報 告 

（１）迅速審査の結果について 

（平成 29年 9月 14 日承認） 

受付番号 294 号： 生活習慣病予防と長寿に関する研究 

研 究 責 任 者： 大学院医歯学総合研究科 国際離島医療学分野 教授 嶽﨑 俊郎 

 

（平成 29年 9月 28 日承認） 

受付番号 295 号： 有棘赤血球舞踏病における遺伝子解析及び診断に関する研究 

研 究 責 任 者： 大学院医歯学総合研究科 精神機能病学分野 教授 佐野 輝 

 



受付番号 296 号： 発達障害（広汎性・特異的発達障害，多動性・チック障害），知的障害におけ

る遺伝子解析 

研 究 責 任 者： 大学院医歯学総合研究科 精神機能病学分野 教授 佐野 輝 

 

受付番号 297 号： 機能性精神障害（統合失調症，気分障害，不安性障害，てんかん）における

遺伝子解析 

研 究 責 任 者： 大学院医歯学総合研究科 精神機能病学分野 教授 佐野 輝 

 

受付番号 298 号： 薬物誘発性パーキンソニズムにおける遺伝子解析及び診断に関する研究 

研 究 責 任 者： 大学院医歯学総合研究科 精神機能病学分野 教授 佐野 輝 

 

受付番号 299 号： 認知症性神経変性疾患における遺伝子解析 

研 究 責 任 者： 大学院医歯学総合研究科 精神機能病学分野 教授 佐野 輝 

 

受付番号 300 号： 良性成人型家族性ミオクローヌスてんかんの遺伝子解析 

研 究 責 任 者： 大学院医歯学総合研究科 精神機能病学分野 教授 佐野 輝 

 

 

（２）現在実施しているヒトゲノム・遺伝子解析研究（倫理審査承認済みの研究）の点検等について 

  研究協力・倫理審査係長から、「ヒトゲノム・遺伝子解析研究に関する倫理指針」と個人情報保護法

が改正されたことに伴い、現在実施している倫理審査承認済の研究については、新指針の規定に基づ

き実施する必要があるため、チェックリストを用いて研究責任者に点検を実施したこと、その中から

倫理委員会の本審査対象となる研究課題は無かったことの報告があった。 

 

（３）その他 

  委員長から、以下のとおり「JST 研究倫理ワークショップ」への参加報告があった。 

・各研究機関において研究不正に対する教育を職員だけでなく学生にもする必要があること 

・研究責任者が研究グループメンバーに研究倫理教育をするのが望ましいこと 

・オーガナイザーが研究者や学生と実際のデータを見ながらディスカッションを実施し、捏造や改

ざんを発生させないことが大切であること等 

 

  また研究協力・倫理審査係長から、「ヒトゲノム研究を考える会」に参加した際の資料「ヒトゲノム・

遺伝子解析研究に関する倫理指針の現状」を委員に配布し、各委員の教育教材として欲しいこと、新

たな倫理指針を踏まえ本学様式の変更案があれば提案いただきたいことを伝えた。 

 

前回の議事要旨を確認し、終了とした。 

 


